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“社会を明るくする運動”小学生の部

信じることが社会を明るくする
　　　　　　　　　　　　甲府市立舞鶴小学校　６年　石　原　茉　奈



夏休みの課題で「社会を明るくする運動」の作文を書く人をクラスで一人選ぶことになり、私は「社会を明るくする運動」というテーマが少し難しそうだと思ったけれど、せっかくの機会なので自分なりに考えてみたいと思い、立候補しました。
　家族にそのことを話したら、ちょうどお父さんがある社長さんの講話を聞いたことを話してくれました。
　その社長さんは、運送会社を経営している人で、倫理法人会という集まりで体験を話したそうです。社長さんは「自分の仕事が少しでも社会に役立つことになればいい」と思い、罪を犯してしまった人を会社に雇ってみようと考えました。しかし、最初は会社の人たちから不安の声が上がり、大反対されたそうです。私ももしその会社の社員だったら、罪を犯した人と一緒に働くのは不安なので反対すると思います。
　それでも社長さんは諦めずに、社員たちを説得して、罪を犯した人と何度も面談をしてその中の一人を採用しました。けれど、その人は残念ながらまた罪を犯してしまったそうです。
　普通だったら、そこで「やっぱりダメだった」と思って、その人をもう雇わないかもしれません。でも、その社長さんは「自分がその人のことを心から信じていなかったからまた罪を犯してしまったのではないか」と考えました。そしてもう一度その人を会社に雇い、今度こそ本気で信じてみることにしたそうです。
　すると、その人は再犯することなく、今では真面目に働いていると聞きました。社長さんが「信じる」ということを諦めずに続けた結果だと思います。
　この話を聞いて、私は「信じる」ということについて初めて深く考えました。今までは「悪いことをした人はもう信用できない」と思っていたけど、人間なら誰でも間違うことはあるし、そのあと変われるかが大切なんだと思いました。そしてその「変わる」ことは、自分の努力だけではなく、周りの人に信じてもらえるかでも大きくちがうのだと気づきました。
　もし社長さんが「やっぱりダメだった」と諦めていたら、その人はまた犯罪をくりかえしてしまっていたかもしれません。信じてもらえたから、その人は真面目に働けたのだと思います。
　もちろん、人を信じることは決して簡単なことではありません。うそをつかれたり、裏切られることもあるかもしれません。でも、それを諦めずに信じることでその人を助けることができるなら、それが「社会を明るくする」ことにつながるのではないかと思います。
　私も今まで、怒られたり、失敗したときに家族や先生が「大丈夫、次はきっとできるよ」と言ってくれたことがありました。その言葉で安心できたり、「次こそがんばろう」と思えたりしました。
　社会を明るくするには大きなことをしなくても、一人一人が目の前の人を信じてあげることで、その人の人生の喜びが増えると思います。
　私もこれからは、人をすぐに疑ったり、諦めたりせずに「もう一度信じてみよう」という気持ちを大事にしていきたいと思います。そして、そんな人が少しずつ増えていけば、きっと社会は明るくなると思います。
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